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成果の概要/今井正樹 
 
【研究集会の概要】 
平成 27 年 7 月 5 日から 10 日にかけてスペインのバルセロナで開催された第 20 回

磁性国際会議(20th International Conference on Magnetism)に参加した。

International Conference on Magnetism は 3 年に１度開かれる磁性に関する世界最

大の国際会議である。本学会では超伝導を含む強相関電子系、局在スピン系、磁性ナ

ノ粒子や薄膜、スピントロニクスの分野まで幅広い 5 つのトピックス、47 のサブトピ

ックスのセッションが設けられていた。会議では約 650 件の口頭発表と約 1800 件の

ポスター発表が行われ、日々活発な議論が繰り広げられた。 
 
【発表内容とその成果】 
報告者は “Substitution effects in an itinerant electron metamagnetic compound 

SrCo2P2” の題名で学会 5 日目にポスター発表を行った。 
 報告者は遍歴電子磁性体 ACo2P2(A =アルカリ土類金属、希土類)の磁性に着目し研究を
行ってきた。これら ACo2P2 中の Coは擬二次元面を形成しており、電子状態が二次元的にな
ることにより興味深い現象が起きることが期待される。その中で、SrCo2P2は Co面内に強磁性
相互作用を有するが磁気秩序を示さない増強されたパウリ常磁性体であり、強磁性のスピン

揺らぎに起因した強磁性量子臨界点近傍の特異な物性に関し、研究を行った。報告者は

SrCo2P2およびその Srサイトを Caで部分置換した物質において磁場の印加によりパウリ常磁
性状態から強磁性状態へ一次転移する現象（遍歴電子メタ磁性転移）を発見し、その成果は

アメリカ物理学会誌に掲載済みである。今回の会議では、SrCo2P2の Srを La、または Pを Ge
に部分置換した物質の磁性について発表した。LaCo2P2は転移温度 133 Kの強磁性金属、
SrCo2Ge2はパウリ常磁性であるが、間組成の SrCo2(P1-xGex)2で強磁性金属相が発見されて

いる。これらの強磁性金属相と SrCo2P2の遍歴電子メタ磁性転移の関係性を明らかにする目

的で元素置換を行った。La置換およびGe置換により擬二次元 Co面にそれぞれ電子ドープ、
ホールドープされると考えられる。SrCo2P2で見られた遍歴電子メタ磁性転移はLa, Ge置換に
よる電子数の制御に敏感であり、数％の置換によりメタ磁性転移が消失した。これは、遍歴電

子メタ磁性転移がフェルミ面近傍の状態密度の大きい特異なバンド構造に由来していること

を示唆している。このような SrCo2P2系のメタ磁性転移に関する重要な研究成果を発表した。 
ポスターの掲示は 8:30から 19：30までで、報告者の発表は 18：15から 19:30であった。発

表を行いやすいようにポスター番号の偶数と奇数で発表時間が分けられていた。ポスター会

場は大変な賑わいで、大勢に研究成果を披露することができた。日本人研究者とは度々質

問や議論を行うことができ大変良い収穫となった。ただ、海外の研究者からの質問は思って

いたほど来なかったのが残念であった。 
今回の会議では以前から興味をもっていた物質に関する発表を直接聞くことができた。例

えば、Ybが擬一次元的に並び強磁性量子臨界点近傍の振る舞いを示す YbNi4P2の発表で

は試料作成の細かい点までポスターで発表しており、発表者と合成法に関して議論すること

ができた。また、今年に入って論文が出版された超伝導体 KCr3As3の発表も興味深かった。



昨年 CrAsにおいて Cr系で初めて超伝導が見つかって以来、Cr系の超伝導物質の探索が
盛んになっている中で、Tcが 6.1 K と転移温度が比較的高いことや、Crが擬一次元的なチュ
ーブを形成していることで注目されている。この物質は、NMR測定や磁場侵入長測定から非
BCS型の超伝導である可能性が高いと考えられており、今後の研究展開にも注目していきた
い。 
今回の会議では幅広い分野において様々な発表が行われていたため、普段国内で参加

している学会では見たことのない分野の発表を見聞きすることができ大変参考になった。特に

招待講演者の発表は一般向けに分かりやすい話が中心であり、多少分野の異なる話でもそ

の分野で今注目されている最新の研究動向などを知ることができた。 
最後に、このような貴重な経験、機会を与えて下さり、公益財団法人京都大学教育研究振

興財団には、心より御礼申し上げます。 
 
 


